
多様な銀座の文化を発信する舞台

従前の銀座の施設より多様なプログラムが集積し、 各フロアによって全く違う顔を見せる。

それにより、 分野を超えた交流が生まれ、 人と人、 文化と文化を繋ぐ施設となる。

08. プログラム

生花教室
育てた花を用いて生花教室が開かれる。
園芸によりできた花や植物は他のコンテ
ンツにも飾られる。

アート工房
アーティスト活動を行う場所。絵を書い
たり、彫刻をしたりする。客は銀ブラし
ながら様子を伺うことができる。

企画展スペース
時期により姿を変える場所。訪れた人は
その顔の違いに驚きを覚えほかのコン
テンツを楽しむ。

イベント会場
他コンテンツのイベントが行われる。ファッションショーやアート空間
の拡大を行うことができる。モビリティからイベントの雰囲気を知る。

POP　UP
服飾家自慢の作品が飾られる。売り買いが行われ学生にとって学びになる。

短期滞在者宿泊施設
銀ブラの休憩所。モビリティで訪
れた人が宿泊することができる。

コアワーキングルーム
銀ブラの一部に働くことが入る。
会社員は働きながら銀座の多
様な文化に触れる。

室内栽培
中間階に設けられた室内栽培室で育った食材は、
各フロア・階に送られる。

着付け教室
銀座の文化の学び場に。日本文化の銀ブラを行う。彫刻展示室

談話室

アート展示室

アート工房

音楽室

体験工房

彫刻工房

工作ルーム

室内菜園

企画展スペース

地下接続フロア

スポーツ会場

ホワイエ

ホワイエ

劇場

アクアリウム

野外ステージ

放送局スタジオ
教育施設

教育施設

カプセルホテル
事業展覧エリア

短期滞在ホテル

サテライトオフィス

サテライトオフィス

短期滞在ホテル

みんなのひろば
カフェ

レストラン

食料品売場

カフェ

ふるさと市

レストラン

屋上ひろば

ブランドショップ
カジュアルショップ

作業場

着付け教室

工房

美容室

POP UP

POP UP

工房

ブランドショップ

生花教室 イベント会場

POP　UP

着付け教室

カフェ

室内栽培

短期滞在者宿泊施設

コアワーキングオフィス

サテライトオフィス

料理教室

レストラン

東銀座駅へ

ケータリングルーム

教育施設
幼稚園の保育室や学校の教室
などに利用される。

地下　SHARE　MOBILITY置き場
地下にシェアモビリティが設置され、管理される。

SHARE MOBILITY置き場

料理

宿泊

イベント

オフィス

農業

ショップ

アート

ファッション

文化

①分棟による採光と通風 ②道による日射遮蔽 ③通路部分における雨水利用

07.MOBILITY の道を活用した環境計画

分棟の構造を活かして、 採光を取

り入れる。 また、 換気口や吹き抜

けにより重力換気を行う。

MOBILITY の道が庇の役割を担い、

日射を遮蔽することで室内における

冷房負荷を低減する。

勾配をもつ MOBILITY の道が雨水

の流水動線となり、 水耕栽培や壁

面の植栽に散水などに利用される。

植栽に散水

RAIN

水耕栽培に利用

夏期

冬期
（78.4°）

（31.6°）
人

小型 MOBILITY

大型 MOBILITY

WIND SUN

GREEN

モビリティの動線による水平方向の耐力向上

〇水平スラブで繋いだとき

従前の施設ではスラブが水平

方向に一直線で結ばれるた

め、 地震時の変位量が大きく

なる。

〇斜めスラブで繋いだとき

この施設では、 MOBILITY の

道がタワー間の緩衝材となり、

地震時の変位量を小さく抑え

る。

06. 道による構造計画

変位量

大 小

未来における WALKABILITY とは歩くことだけではない。 高密度化し

た都市を網目状に自由に動き回ることである。 銀座は日本を先導する

WALKABILITY を行う場所となり、 「未来の銀ブラ」 を創り出す。

①銀座の WALKABILITY = 「未来の銀ブラ」
01. 未来の銀座の姿

②未来における MOBILITY の価値　　

現在、 セグウェイや小型 MOBILITY の登場により交通革命が起き、

MOBILITY の価値が上昇している。 また、 モノの所有の概念も変化し、

「所有からシェアへ」 の移行が進められている。

SHOP

OFFICE

都市においてタワー内でコンテンツの

分離が行われる。 タワー内では人目

のつきやすい商業用途の低層部とオ

フィス化されやすい高層部で賑わいの

差が生じる。 この提案で MOBILITY

の道をタワー間に張り巡らせることで、

アクセスが向上し上層部にも賑わいが

生じる。

①タワー上層部も銀ブラの範囲へ

02.MOBILITY×WALKABILITY の価値

②道による異分野のコラボレーション

異分野の移動WALKABILITY の道 商業 ・ 文化の多様化

タワー同士をつなぐ道が価値をつなげ交換を行う。

03.WALKABILITY の獲得による豊かな生活

芸術家によるアート体験

仕事終わりの映画鑑賞

老舗料理人による昼食

自動運転車による送迎

04. 立体的銀ブラ
①コンテンツに分ける ②道でつなぐ

５つのヴォリュームにそれぞれキャラクター性をもつコンテ

ンツを集約させる。 分棟されたコンテンツは銀座の多様

性を象徴し、 縦にコンテンツを分けることが汎用性のある

ルールとなる。

MOBILITY の道により分棟化されたコンテンツをつなげる。

タワーを超えた文化 ・ ものなどの情報のやりとりを行うこと

ができる。 道により建物間を回遊することができ、 立体的

な新しい銀ブラを創り出す。

大型モビリティ
小型モビリティ
人
ロボット

ART
EVENT

FASHION
FOOD

HOME

シェアモビリティにより、 コンテンツを超えたコラボを生み出す。
また、敷地を超えた移動販売がシェアモビリティにより繰り出され、
銀座や地方の多様な文化が発信される。建物運営 ・ 管理

モデル 地方の農家

子ども短期滞在者 会社員

シェアモビリティ予約機能

モビリティの利用予約を
スマホで行う

05. 新しいビルタイプの相互作用性                 

テナントカー

ブランド　服職人観光客

銀座の食職人企業

運営費
銀ブラする人

銀ブラ
企業や個人が

シェアモビリティを

用いて移動販売シェアモビリティの運営

移動販売利用の予約

施設内外利用の予約

ユーザー用

企業 ・ 職人用

ホテル利用 貸しオフィス利用 教育施設利用POP UP 利用

芸術を学ぶ学生 アーティスト

工房利用 展示会

施設利用

ファッションショー出演 施設内で第 1 次～第 3 次産業まで行う

ファッションショーの開催

食品 ・ 給食提供

銀ブラ

食品提供

衣服提供

会場の貸出

ART EVENT FASHION FOOD HOME

展示会、 工房体験

会場の貸出

広告プロモーション

シェアモビリティ利用

東京に訪れる人

企業と客とが対等な立ち位置となる

ART 棟

ART のコンテンツを取り巻く動線が上層階まで行き届き立体的銀ブラとなる。

FOOD 棟 ： 室内菜園

HOME 棟から訪れた子どもへの菜園プログラム。 収穫された食材はロボットレーンにより各棟に送られる。

EVENT 棟 ： イベント会場

FASHION×EVENT のコラボでファッションショーが行われる。 MOBILITY に乗りながら中のプログラムをのぞく。

EVENT 棟から FASHION 棟へ

コンテンツ同士が道によりつながり、 異分野のコンテンツを体験する。

銀座にある多様なタワーやコンテンツが繋がﾘ､まちのつながりの拠点となる。

HOME 棟 : 登校 ・ 出社

未来の MOBILITY で施設に訪れる。

HOME 棟から FOOD 棟へ

会社員による仕事終わりの銀ブラ。 FOOD 棟のレストランや FASHION 棟の POP UP に訪れる。

GINZA  WALK 
MOBILITY×WALKABILITY による銀座の新たなライフスタイルの提案

銀ブラは街をつなぎ、 人をつなぎ、 文化をつなぐ行為である。

この銀ブラという行為を都市の中に張り巡らせることで銀座ならではの 「奥」 を見つけ出せないだろうか。
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